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鯉のぼり祭り
3月28日（月）鯉のぼり祭りを前に、杖立地区住民
の皆さん総出で準備が行われました。
ボランティアとあわせて約150人が集まり杖立川
の上空におよそ3500匹の鯉のぼりをあげました。
期間中の18時～22時は、ライトアップも楽しめます。

4月1日～5月6日まで



　◆町　　　税　　町民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など
　◆地方交付税　　国が、町の様々な状況に応じて交付するもの
　◆国庫支出金・県支出金　　国や県から事業を行うために交付されるもの
　◆町　　　債　　事業を行うために借り入れるもの
　◆繰　入　金　　基金などから繰り入れるもの

主な歳入項目

自主財源とは・・・町が自主的に収入することが出来る財源のことです。
依存財源とは・・・国や県が定めた額を交付されたり、割り当てられたりする収入のことです。

　小国町総合計画を基礎とし、各種事業計画等との進行管理や整合性の確保を図ります。同時に国や県の動向も
注視しつつ、効率的な視線に立った財政運営や、独自の改革に向けた方向性を示すことに努めます。

町税
5億6,988万円
　　  （12.0%）

自主財源
10億8,324万円
　　　（22.7％）

依存財源
36億7,976万円
（77.3％）

地方交付税
23億8,900万円
（50.2％）

使用料及び手数料
1億2,688万円（2.6％）

諸収入他
1億3,212万円
（2.8％）

国庫支出金
3億2,168万円
（6.7％）

県支出金
3億9,338万円
（8.3％）

歳入総額
47億6,300万円

　　町債
3億6,260万円
（7.6％）

分担金及び負担金
　　3,380万円（0.7％）

地方消費税交付金他
1億3,810万円（2.9％）地方譲与税

7,500万円（1.6％）

繰越金
5,000万円（1.0％）

繰入金
1億7,056万円（3.6％）

財　政

平成28年度　小国町一般会計当初予算

47億6,300万円
平成28年度の当初予算が、3月定例議会で承認されました。

平
成
28
年
度　

施
政
方
針

　
　

�
平
成
28
年
３
月
小
国
町
議
会
定
例
会
で
、北
里
耕
亮
町
長
が
平
成
28
年
度
施
政
方
針
を
述
べ
た

の
で
、小
国
町
の
財
政
と
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計：歳入予算の状況
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◆議会費
　議会の運営経費
◆総務費
　�町の行政、財産、企画、地籍、
光ファイバー、環境モデル、
税、選挙などの経費
◆民生費
　�福祉向上、障がい者・老人・
児童福祉のための経費
◆衛生費
　�各種検診、予防接種、し尿・
ごみ処理等のための経費
◆農林水産業費
　�中山間地域等直接支払、多
面的機能支払、家畜改良、
土地改良、有害鳥獣対策、
間伐材利用促進などの経費
◆商工費
　�鍋ヶ滝公園、商店街空き家
対策、公共施設低炭素化、
商工・観光振興、学びやの
里などの経費
◆土木費
　�町道維持管理、新設改良、
住宅建設などの経費
◆消防費
　�消防団、災害対策などの経費
◆教育費
　�学校管理、教育振興、生涯
学習、図書室、総合型スポー
ツクラブ、体育施設などの
経費
◆災害復旧費
　�災害復旧のための経費
◆公債費
　�借入金の返済のための経費
◆諸支出金�
　�特別会計（国保・介護・美
術館・農業集落排水・後期
高齢）への拠出金

◆義務的経費
　�その支出が義務付けられて
いるものです。
◆その他の経費
　�町が任意に支出するものや
後年に形を残さない性質の
ものなどです。
◆投資的経費
　�資本の形成に効果があり、
施設等がストックされ将来
に残るものに支出するもの
です。

総務費
10億1,594万円
（21.3％）

公債費
4億9,459万円
（10.4％）

教育費
3億4,638万円
（7.3％）

土木費
3億3,399万円
（7.0％）

商工費
9,095万円（1.9％）

消防費　
1億6,670万円（3.5％）

諸支出金
3億2,949万円
（6.9％）

衛生費
3億7,317万円
（7.8％）

民生費
10億6,995万円
（22.5％）

議会費
7,648万円（1.6％）

災害復旧費
120万円（0.0％）

農林水産業費
4億5,947万円
（9.7％）

予備費
469万円（0.1％）

歳出総額
47億6,300万円

人件費
10億7,377万円
　　　（22.5％）

義務的経費
20億2,025万円
　　　（42.4％）

投資的経費
4億9,574万円
（10.4％）

その他の経費
22億4,701万円
（47.2％）

　公債費
4億9,459万円
（10.4％）

補助費等
11億8,252万円
　　　（24.9％）

維持補修費
2,017万円（0.4％）

積立金
545万円
（0.1％）

貸付金
342万円
（0.1％）

予備費
469万円
（0.1％）

投資及び出資金
1,940万円（0.4％）

普通建設事業費
4億9,454万円
（10.4％）

歳出総額
47億6,300万円

繰出金
3億2,949万円
（6.9％）

扶助費　 
4億5,189万円
（9.5％）

災害復旧事業費
120万円（0.0％）

　物件費
6億8,187万円
（14.3％）

一般会計：歳出予算（目的別）の状況

一般会計：歳出予算（性質別）の状況
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こ
こ
か
ら
は
、各
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

選
挙
制
度

　

今
年
夏
に
執
行
予
定
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
よ
り
選
挙
権
が
こ
れ
ま
で
の
20
歳

か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
た
め
、
対

象
と
な
る
住
民
や
若
い
世
代
を
中
心
に

色
々
な
機
会
を
使
っ
て
制
度
を
周
知
し
、

適
正
な
選
挙
事
務
の
執
行
に
努
め
ま
す
。

防
災

　

現
在
、
熊
本
県
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
指
定
を
行
い
、
今
年
度
中
に
は
町
内
全

域
が
終
了
す
る
予
定
で
す
。
指
定
終
了
と

並
行
し
て
小
国
町
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し

作
業
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

地
方
創
生

　

昨
年
策
定
し
た
「
小
国
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
実
現
に

向
け
て
、
関
係
の
施
策
・
事
業
を
推
進
し

ま
す
。
国
の
平
成
26
年
度
補
正
予
算
の
地

方
創
生
先
行
型
交
付
金
、
上
乗
せ
交
付
金

に
引
き
続
き
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
の

加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
、
ま
ち
、
ひ

と
、
し
ご
と
の
好
循
環
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
や
、

移
住
・
定
住
者
の
受
け
入
れ
窓
口
機
能
の

強
化
を
図
り
、
さ
ら
に
人
の
流
れ
が
促
進

さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

環
境
モ
デ
ル
都
市
（
低
炭
素
社
会
づ
く
り
）

　

平
成
26
年
12
月
に
作
成
し
た
、
環
境
モ
デ

ル
都
市
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
各
課
と

連
携
し
て
低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
小
国
公
立
病
院
、
老
人
保
健
施

設
、
役
場
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
設

置
す
る
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
よ
る
地
域
活
性
化
の
道
を
探
り
ま
す
。

地
域
公
共
交
通

　

小
国
郷
地
域
公
共
交
通
会
議
を
通
じ

て
、
生
活
者
と
来
訪
者
両
方
の
視
点
で

の
、
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
向
上
を
目

指
し
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
大
津
駅

直
行
バ
ス
の
試
験
運
行
を
行
い
、
本
運
行

の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。
ま
た
、
産
交
バ

ス
、
日
田
バ
ス
へ
の
運
行
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
金
）

　

昨
年
11
月
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し

込
み
方
法
の
変
更
や
、
返
礼
品
の
充
実
を

は
か
り
、
一
定
の
効
果
が
出
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
発
信
す
る
情
報
の
充
実
や
返
礼

品
提
供
事
業
者
の
支
援
な
ど
に
も
力
を
入

れ
、
寄
附
金
額
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

情
報

　

小
国
町
の
情
報
手
段
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
エ

フ
エ
ム
小
国
、
屋
外
放
送
、
広
報
な
ど

様
々
な
利
活
用
行
い
、
身
近
な
暮
ら
し
の

情
報
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

商
工
観
光

　

小
国
町
商
工
会
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
空
き
家
対
策
事
業
な

ど
、
商
工
事
業
者
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

鍋
ヶ
滝
は
懸
案
の
駐
車
場
整
備
事
業
を
行

い
、
地
元
の
生
活
と
共
生
す
る
観
光
地
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
阿
蘇
地
域
広
域
事

業
と
し
て
観
光
客
受
入
促
進
を
行
い
、
ま

た
、
観
光
の
総
合
窓
口
と
な
る
（
仮
称
）

小
国
町
観
光
協
会
の
設
立
に
向
け
て
関
係

団
体
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

農
業
振
興

　

昨
年
度
よ
り
法
制
化
さ
れ
た
日
本
型
直

接
支
払
制
度
の
な
か
で
、
引
き
続
き
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
、
多
面

的
機
能
支
払
事
業
に
取
組
み
持
続
的
な
農

業
経
営
の
支
援
と
中
山
間
地
の
集
落
営
農

と
農
村
集
落
の
維
持
保
全
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
農
地
利
用
集
積
・
集
約
化

を
加
速
化
す
る
た
め
、
昨
年
よ
り
行
っ
て

い
る
農
地
集
積
加
速
化
事
業
に
も
取
り
組

み
、
担
い
手
の
育
成
確
保
と
農
地
の
有
効

利
用
及
び
、
法
人
化
ま
で
想
定
し
た
地
域

営
農
組
織
の
構
築
な
ど
集
落
の
将
来
像
を

見
据
え
た
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

畜
産
振
興

　

農
畜
産
物
販
売
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
る
特
産
品
で
あ
る
小
国
ジ
ャ
ー
ジ
ー
酪
農

の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
検
討
と
肉
用
牛
と

と
も
に
耕
畜
連
携
に
よ
る
飼
料
づ
く
り
の
推

進
と
、
阿
蘇
世
界
農
業
遺
産
の
中
で
も
推
奨

す
る
草
地
維
持
な
ど
に
よ
る
自
然
景
観
保
全

も
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

担
い
手
育
成
推
進

　

農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
な
ど
に
よ

る
農
業
担
い
手
不
足
の
対
策
と
し
て
、
平
成

26
年
に
組
織
し
た
若
手
農
業
者
の
会
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
も
専
業
農
家
の
親

元
に
就
農
す
る
新
規
農
業
者
に
対
し
て
町
独

自
の
取
組
み
と
し
て
一
定
期
間
の
支
援
を
お
こ

な
う
こ
と
で
担
い
手
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

循
環
型
農
業

　

農
産
物
直
販
所
「
薬
味
野
菜
の
里
」
を

は
じ
め
と
す
る
産
業
活
性
化
の
た
め
の
循

環
型
農
業
は
、
町
内
か
ら
出
る
食
品
残
渣

を
活
用
し
た
小
国
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
堆
肥
の

製
造
・
販
売
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま

す
。
さ
ら
に
は
安
心
・
安
全
を
売
り
に
し

た
薬
味
野
菜
な
ど
生
産
か
ら
販
売
に
つ
い

て
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
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有
害
鳥
獣
対
策

　

引
き
続
き
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
補
助

金
、
野
生
動
物
生
息
数
適
正
管
理
助
成

金
、
有
害
鳥
獣
駆
除
補
助
金
な
ど
を
活
用

し
捕
獲
、
駆
除
に
重
き
を
置
き
な
が
ら

も
、
防
除
面
で
も
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
模

索
し
被
害
の
縮
小
に
努
め
ま
す
。

林
業
振
興

　

小
国
林
業
の
活
性
化
と
森
林
の
持
つ
公

益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
森

林
経
営
計
画
に
基
づ
く
集
約
化
や
作
業
道

改
良
整
備
を
目
的
と
す
る
森
林
整
備
地
域

活
動
支
援
交
付
金
事
業
、
及
び
間
伐
材
供

給
安
定
化
緊
急
対
策
事
業
な
ど
適
正
な
森

林
管
理
と
間
伐
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

林
齢
の
平
準
化
を
目
的
と
し
た
主
伐
促
進

支
援
事
業
及
び
施
業
地
を
集
約
化
す
る
た

め
の
集
約
化
除
伐
支
援
事
業
、
減
少
し
て

い
く
林
業
担
い
手
育
成
の
た
め
、
一
人
親

方
組
合
等
を
支
援
す
る
小
国
林
業
担
い
手

育
成
事
業
及
び
小
国
林
業
機
械
導
入
事
業

に
取
組
み
ま
す
。
ま
た
、
小
国
材
販
売
促

進
事
業
・
小
国
杉
使
用
建
築
物
支
援
事
業

に
も
引
き
続
き
取
組
み
ま
す
。

団
体
営
土
地
改
良
事
業
費

　

国
の
農
業
農
村
整
備
事
業
補
助
金
を
活

用
し
、
今
年
度
は
２
地
区
の
水
路
整
備
工

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

治
山
事
業
費

　

熊
本
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
１
箇
所

の
治
山
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

道
路
維
持
費

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
る
橋

梁
の
定
期
点
検
、
電
源
立
地
交
付
金
に
よ

る
町
道
岳
の
湯
線
の
一
部
舗
装
の
打
替
え

の
他
、
町
道
の
側
溝
、
排
水
施
設
、
路
側
、

法
面
等
の
維
持
修
繕
を
実
施
し
ま
す
。

道
路
新
設
改
良
費

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用

し
、
今
年
度
は
下
滴
水
線
を
は
じ
め
と
す

る
４
路
線
の
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

住
宅
管
理
費

　

引
き
続
き
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
し
、
老
朽
化
し
た
住
宅
の
解
体
撤

去
に
取
り
組
ん
で
い
く
計
画
で
す
。

水
道
事
業

　

国
の
施
策
に
よ
り
、
経
営
の
一
本
化
を

図
り
広
域
的
な
水
道
事
業
を
行
う
た
め
、

簡
易
水
道
の
上
水
道
へ
の
統
合
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
配
水
管
の
布
設

替
え
工
事
を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

税
務

　

平
成
26
年
度
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
平
成
27
年
度

分
以
後
の
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
原
動
付

自
転
車
及
び
二
輪
車
、
四
輪
以
上
及
び
三

輪
の
軽
自
動
車
税
に
係
る
税
率
に
つ
い

て
、
今
年
度
よ
り
新
し
い
税
率
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

地
籍
調
査

　

大
字
黒
渕
の
３
．
４
０
ｋ
㎡
、
大
字
上

田
の
２
．
８
６
ｋ
㎡
の
一
筆
地
調
査
及
び

地
籍
測
量
を
実
施
し
ま
す
。
平
成
27
年
度

に
実
施
し
た
前
年
度
調
査
地
区
の
成
果

閲
覧
及
び
地
籍
図
（
案
）
、
地
籍
簿(

案)

３
．
２
５�

ｋ
㎡
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
計
画
に
お
い
て
、
地
籍
測

量
の
進
捗
率
は
、
54
％
に
な
り
ま
す
。

徴
収

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
阿
蘇
郡
市
７
市
町

村
全
体
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
共
同
し

て
納
税
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
税
収
納

率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

住
民
相
談

　

消
費
生
活
相
談
、
無
料
法
律
相
談
な
ど
、

総
合
的
な
住
民
相
談
業
務
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
消
費
生
活
相
談
に
つ
い
て
は
熊
本
県

消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
を
活
用
し
て
消

費
生
活
相
談
窓
口
の
体
制
を
継
続
し
、
相
談

体
制
の
維
持
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

結
婚
支
援

　

少
子
化
対
策
と
し
て
独
身
者
を
対
象
と

し
た
結
婚
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
権
啓
発

　

隣
保
館
交
流
促
進
事
業
（
ふ
れ
あ
い

教
室
な
ど
）
・
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
・
各
種

人
権
啓
発
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、
町
民

の
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
推
進
し
ま

す
。

環
境
衛
生

　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
処
理

及
び
死
亡
に
関
す
る
火
葬
業
務
等
を
阿
蘇

広
域
行
政
事
務
組
合
に
業
務
委
託
を
行
い

な
が
ら
、
町
全
体
の
環
境
保
全
業
務
の
維

持
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

地
域
福
祉

　

地
域
の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
の
平
常
時
の
安
否
確
認
と
と

も
に
災
害
時
の
要
支
援
者
対
策
な
ど
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
各
機
関
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
福
祉
計
画
・
活
動
計
画

に
基
づ
き
、
町
内
各
地
域
で
福
祉
座
談
会

を
開
催
し
、
地
域
の
困
り
ご
と
や
課
題
を

共
有
し
、
地
域
力
を
高
め
る
た
め
の
土
壌

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
悠
愛
の
支
援
体
制

が
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら

第
４
期
障
害
者
福
祉
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
相
談
支
援
事
業
の
充
実
な
ど
、

さ
ら
に
き
め
細
や
か
な
障
害
者
福
祉
施
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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老
人
福
祉
・
介
護
保
険

　

認
知
症
対
策
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
、
質
の
向
上
と
、
保
険
制
度
の
適
正
運

営
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
支
援
事
業
は
、
新
総
合
事
業
に
移

行
し
て
い
き
ま
す
。
介
護
予
防
健
診
の
実

施
に
よ
り
要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
お
そ

れ
の
高
い
高
齢
者
を
な
る
べ
く
早
く
把
握

し
て
、
元
気
が
で
る
学
校
、
元
気
ク
ラ
ブ

の
実
施
、
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、

脳
の
健
康
教
室
な
ど
、
健
康
寿
命
を
伸
ば

し
て
い
け
る
よ
う
介
護
予
防
事
業
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
在
宅

で
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
支
援
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

児
童
福
祉

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
を
基
に
、
生

ま
れ
る
前
か
ら
乳
幼
児
期
を
経
て
、
概
ね

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
を
対
象

に
、
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
整
備
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
集
い
、

ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
よ
う
な
遊
具
公
園

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
児
童
虐
待
防
止
な
ど

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り

　

住
民
健
診
の
充
実
を
図
り
、
健
診
を
受

け
や
す
い
よ
う
工
夫
し
ま
す
。
が
ん
検
診

は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
を
促
進
し
、

受
診
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

重
症
化
予
防
の
た
め
健
診
受
診
後
の
フ
ォ

ロ
ー
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
保
育
園
、
小
中
学
校
で
も
フ
ッ
化
物

洗
口
が
本
格
的
に
実
施
し
、
歯
科
保
健
の

充
実
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

感
染
症
対
策

　

予
防
接
種
事
業
で
は
、
平
成
26
年
に
新

た
に
定
期
接
種
と
な
っ
た
水
痘
、
高
齢
者

肺
炎
球
菌
を
含
め
14
疾
病
の
予
防
接
種
を

実
施
し
、
保
護
者
や
接
種
対
象
者
の
方
へ

の
適
切
な
情
報
提
供
と
、
町
内
外
の
医
療

機
関
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
予
防

接
種
が
受
け
や
す
い
体
制
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
無
料
の
風
し
ん
予

防
接
種
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

国
民
健
康
保
険
は
、
依
然
と
し
て
医
療

費
の
増
加
傾
向
が
続
き
財
政
の
運
営
は
さ

ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
30

年
度
に
移
行
予
定
の
広
域
化
も
踏
ま
え
、

健
全
で
安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
特
定
健
診
の
健
診
率
向
上

や
、
特
定
保
健
指
導
の
充
実
な
ど
、
保
健

事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
人
間
ド
ッ
ク

の
助
成
に
加
え
、
新
た
に
歯
科
健
診
事
業

に
も
取
り
組
み
疾
病
予
防
、
早
期
発
見
・

治
療
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

保
育
園

　

働
く
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
べ
く
低

年
齢
児
の
受
入
態
勢
を
整
え
ま
す
。
今
年

度
は
、
宮
原
・
北
里
・
下
城
の
３
園
と
子

育
て
支
援
拠
点
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
育
む
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
保
育
を
中
心
に
し

て
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育

　

今
年
度
も
小
中
一
貫
教
育
を
中
核
に

「
英
会
話
科
」
、
「
小
国
学
」
、
「
基
礎
基

本
の
定
着
」
を
柱
に
し
た
小
国
型
教
育
を

推
進
し
ま
す
。
支
援
員
や
講
師
の
配
置
に

よ
る
き
め
細
か
な
指
導
及
び
検
定
や
テ
ス

ト
に
よ
る
学
力
向
上
を
支
援
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
）

を
中
心
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
心
身
共
に

健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
完
成
し
た

多
目
的
ホ
ー
ル
等
を
有
効
活
用
し
、
今
後

も
教
育
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
小
国

高
等
学
校
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
支
援
を
行
い
ま
す
。

社
会
教
育

　

今
年
は
熊
本
県
民
体
育
祭
が
阿
蘇
郡
市

で
開
催
さ
れ
、
小
国
町
で
は
弓
道
競
技
と

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
県

内
各
地
か
ら
選
手
が
訪
れ
る
た
め
、
小
国

町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
大
会
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
の
運
動

部
活
動
を
社
会
体
育
へ
移
行
す
る
た
め
の

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安

心
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
・
充
実

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

坂
本
善
三
美
術
館

　

昨
年
開
館
20
周
年
を
迎
え
、
地
域
創
造

大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）
を
受
賞
し
た
こ
と

を
契
機
に
、
さ
ら
に
地
域
と
連
携
し
た
展

覧
会
や
行
事
の
開
催
、
小
中
学
校
と
連
携

し
た
鑑
賞
教
室
、
ア
ー
ト
フ
リ
マ
や
美
術

教
室
な
ど
展
示
以
外
の
活
動
も
充
実
さ

せ
、
美
術
館
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。
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熊本県地域福祉実践研究会代表
（元小国町政策審議員）
森枝　敏郎

住民と行政の協働＋福祉とまちづ
くりの融合が創る小国の未来
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穴
見
さ
ん
は
、昭
和
46
年
に
小
国
町
議
会
議

員
に
当
選
さ
れ
、延
４
期
１
６
年
に
わ
た
り
議

会
議
員
と
し
て
議
会
や
町
政
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、平
成
３
年
か
ら
の
４
年

間
は
副
議
長
と
し
て
議
会
の
秩
序
維
持
や
議

会
事
務
の
統
括
に
努
め
、円
滑
な
議
会
運
営
に

よ
り
各
施
策
を
推
進
し
町
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
業
で
は
農
林
業
に
従
事
さ
れ
小
国

町
森
林
組
合
の
理
事
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、現

在
の
小
国
町
農
林
業
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
、今
回
の
叙
勲

で
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。３
月
２

日
役
場
庁
舎
で
行
わ
れ
た
叙
勲
伝
達
式
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
し
北
里
町
長
か
ら
感

謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

穴
見
さ
ん
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
月
４
日
熊
本
県
立
劇
場
で
農
山
漁
村
を

元
気
に
す
る
地
域
活
動
を
顕
彰
す
る「
く
ま
も

と
里
モ
ン
賞
」の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。個

別
活
動
部
門
で
小
国
町
か
ら
は「
小
国
郷
台
所

か
ら
環
境
を
考
え
る
会
」代
表
波
多
野
毅
さ

ん
が
副
県
知
事
と
く
ま
モ
ン
か
ら
表
彰
状
と

く
ま
モ
ン
の
記
念
品
を
受
け
ま
し
た
。今
回
、

く
ま
も
と
里
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
活
用

し
、日
常
生
活
に
根
ざ
し
た「
食
」の
改
善
を
行

う
こ
と
で
環
境
問
題
の
解
決
や
地
産
地
消
住

民
の
増
加
、耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
よ
る
環
境

保
全
や
住
民
の
健
康
増
進
に
繋
が
る
活
動
が

認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。今
回
の
活

動
に
よ
っ
て
、町
民
の
方
々
が「
食
」「
農
」「
環

境
」に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
会
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
小
さ
な
森
の
国
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
～

悠
木
の
里
づ
く
り
」・・・
こ
れ
は
、私
が
熊

本
県
職
員
市
町
村
派
遣
第
１
号
と
し
て
小

国
町
に
派
遣
さ
れ
た
30
年
前
、当
時
、提
唱

さ
れ
て
い
た
地
方
の
時
代
に
共
感
し
な
が

ら
策
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
シ
ナ
リ
オ
の
タ

イ
ト
ル
で
あ
る
。

　

シ
ナ
リ
オ
は
、住
民
と
行
政
の
協
働
及

び
内
外
の
知
恵
の
融
合
と
い
う
こ
と
を
基

本
に
し
な
が
ら
、ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
や
町

民
提
案
募
集
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
や
若

手
町
民
も
交
え
た
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
設

置
等
、町
民
に
開
か
れ
た
カ
タ
チ
で
進
め
、

小
国
杉
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
、涌
蓋
山
、そ
し

て
杖
立
温
泉
な
ど
の
多
彩
な
地
域
資
源
の

活
用
、ま
た
、北
里
柴
三
郎
博
士
や
坂
本

善
三
画
伯
を
育
ん
だ
風
土
を
大
切
に
し
な

が
ら
作
成
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、①
悠
久
の
年
輪
を
刻
む

小
国
杉
の
活
用
に
よ
る
地
域
デ
ザ
イ
ン
づ

く
り
・（
省
略
）・・
⑥
未
来
に
挑
戦
す
る
小

国
人
づ
く
り
の
６
本
柱
で
構
成
し
た
。実

践
段
階
で
は
、地
域
懇
談
会
に
加
え
、お
ぐ

に
み
ら
い
塾
の
開
設
、町
民
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
を
し
た
が
、斬
新

な
デ
ザ
イ
ン
の
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
メ

ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
木
魂
館
等
、新
た
な
木
造

建
築
群
の
姿
を
追
う
よ
う
に
、女
性
会
議

や
九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
な
ど
様
々
な
展

開
が
生
ま
れ
、小
国
町
は
人
間
交
差
点
と

も
言
え
る
状
況
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
多
く
の
歳
月
が
流
れ
、今
は

２
０
１
６
年
の
春
・・・
我
が
国
全
体
が
少

子
高
齢
社
会
、人
口
減
少
、経
済
の
長
期
停

滞
に
加
え
、東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
と

い
う
混
迷
の
時
代
の
中
に
あ
り
、国
主
導

で
地
方
創
生
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、時

代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
地
域
の
未
来

を
創
造
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
市
町
村

（
行
政
）の
本
来
で
も
あ
る
。

　

小
国
町
に
お
い
て
は
、今
後
、従
前
か
ら

の
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
創
造
的
な

ま
ち
づ
く
り
に
加
え
、既
に
萌
芽
が
み
ら

れ
る
地
域
の
縁
が
わ（
多
機
能
な
地
域
福

祉
拠
点
）か
ら
地
域
ま
る
ご
と
ケ
ア（
地
域

包
括
ケ
ア
）へ
、ま
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム

へ
の
展
開
な
ど
、福
祉
と
ま
ち
づ
く
り
の
融

合
を
図
っ
て
い
け
ば
、新
た
な
時
代
を
拓

く
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル（
＝
新
た
な
小

国
モ
デ
ル
）が
創
造
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

    

コ
ラ
ム拓  

く
No.011

叙勲（旭日単光章）受章
元小国町議会副議長����穴見正五さん

くまもと里モンプロジェクト顕彰
「小国郷台所から環境を考える会」が受賞
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人権劇団　光座
願いを込めて「右手」を上演

新しい人権擁護委員が
選任されました

　

人
権
劇
団
光
座
に
よ
る
公
演
が
３
月
５
日
、

Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
情
報
企
画
セ
ン
タ
ー
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。光
座
は
、小
国
郷
の
有
志
を

中
心
に
、子
ど
も
か
ら
60
歳
代
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
、様
々
な
職
種
の
メ
ン
バ
ー
約
70
人
で
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。差
別
や
人
権
を
テ
ー
マ
に

し
た
人
権
劇
に
取
組
み
、今
年
10
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。決
し
て
劇
を
す
る
こ
と
、運
営
を
し

て
い
く
こ
と
が
得
意
で
は
な
い
素
人
ば
か
り

で
す
が
、座
員
の
一
人
ひ
と
り
が
い
ろ
ん
な
想

い
を
も
っ
て
、伝
え
た
い
、届
け
た
い
人
の
顔
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、集
い
ま
し
た
。

　

今
回
上
演
さ
れ
た「
右
手
」は
、実
際
に
こ
の

小
国
郷
を
中
心
と
し
た
阿
蘇
の
地
で
戦
時
中

に
お
き
た
事
件
を
、関
わ
っ
た
人
た
ち
の
証
言

を
基
に
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
人
権
劇
で
、「
二

度
と
戦
争
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
。二
度
と
そ

の
よ
う
な
思
い
を
子
ど
も
達
に
さ
せ
て
は
い

け
な
い
。」と
願
い
、そ
の
た
め
に
は
こ
の
事
件

を
多
く
の
人
に
残
し
、お
と
な
が
自
分
の『
手
』

を
何
に
使
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
皆
で
一
緒

　

人
権
擁
護
委
員
は
、地
域
の
中
で
広
く
社
会

の
実
情
に
通
じ
、人
権
擁
護
に
つ
い
て
理
解
あ

る
人
を
市
町
村
が
推
薦
し
、法
務
大
臣
か
ら
嘱

託
さ
れ
た
方
々
で
す
。　　
　
　
　

　

小
国
町
の
委
員
は
４
名
で
、人
権
相
談
所
の

開
設
を
は
じ
め
、面
談
・
電
話
に
よ
る
人
権
相

談
・
啓
発
イ
ベ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
人
権
擁
護
活

動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す

る
、無
料
法
律
相
談
の
受
付
業
務
、心
配
ご
と

相
談
の
相
談
員
な
ど
も
お
手
伝
い
頂
い
て
い

ま
す
。

に
考
え
て
い
き
た
い
。と
の
願
い
を
こ
め
て
表

現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

来
場
者
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す

◎
ず
っ
と
ず
っ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が

　

う
れ
し
い
で
す
。

◎
考
え
さ
せ
ら
れ
た
作
品
で
し
た
。子
ど
も
に

　

見
せ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

◎
右
手
の
劇
を
見
て
、世
の
中
の
す
べ
て
の
こ

　

と
は
一
人
ひ
と
り
の
一
歩
か
ら
始
ま
る
。そ

　

し
て
、人
間
の
教
訓
を
決
し
て
忘
れ
な
い
よ

　

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。右
手
の
劇
を

　

見
に
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。ひ
い
じ
い
ち
ゃ

　

ん
が
実
際
に
戦
争
を
経
験
し
て
い
る
の
で
、

　

聞
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

宇都宮美知子さん（上田）
4月1日付選任

農業委員会からお知らせ
　農地の貸し借り、売買等に関して
は、農業委員会の手続きが必要で
す。毎月原則25日までに受付された
案件が翌月の原則10日に農業委員
会に諮られます。関係書類を提出す
る際は締切日にご注意下さい。
　不明な点は最寄りの農業委員又
は小国町農業委員会までお尋ね下
さい。
　問小国町役場産業課内
���　�農業委員会事務局
　　☎0967-46-2112

国民健康保険の異動届出はお済ですか？

4月は就職や進学など異動が多くなります。
次のような場合は14日以内に小国町役場に届出が必要になります。

こんなとき 必要書類等

加
入
す
る
時

他の市区町村から転入したとき 他の市区町村の転出証明書、印鑑

職場の健康保険などをやめたとき（被扶養者からはずれたとき） 健康保険の資格喪失連絡票、印鑑

子供が生まれたとき 印鑑

や
め
る
時

他の市区町村へ転出するとき 保険証、印鑑

職場の健康保険などに加入したとき（被扶養者になったとき） 国保と職場の健康保険の両方の保険証、印鑑

加入者が亡くなったとき 保険証、印鑑
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話　　題

第39�回大字対抗駅伝大会
下城チーム２連覇

小国町ミニバレーボール大会
優勝「オグ21Ｂ」

　

３
月
６
日（
日
）に
、第
39
回
大
字
対
抗
駅
伝

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
当
日
は
絶
好

の
駅
伝
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
は
前
後
半
２
コ
ー
ス（
19
区

間
）で
総
合
順
位
を
争
い
ま
し
た
が
、今
年
度

か
ら
コ
ー
ス
が
新
し
く
な
り
１
コ
ー
ス（
15
区

間
）で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。コ
ー
ス
の
特

徴
と
し
て
は
全
長
１
６.

９
Ｋ
ｍ
の
15
区
間
と

な
っ
て
お
り
、一
つ
一
つ
の
区
間
が
短
く
な
っ
て

　

３
月
15
・
16
日
の
両
日
、小
国
ド
ー
ム
で
小

国
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
主
催
の
第

35
回
小
国
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
、21
チ
ー
ム（
約
２
０
０
名
）が
参
加
し

ま
し
た
。

　

１
回
戦
か
ら
の
試
合
は
、ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち

で
勝
ち
進
む
チ
ー
ム
が
多
く
、力
の
差
が
出
た

試
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

決
勝
戦
は
接
戦
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
オ
グ

21
Ａ
チ
ー
ム
と
Ｂ
チ
ー
ム
。普
段
か
ら
一
緒
に

練
習
を
し
て
お
り
、互
い
の
手
の
内
を
知
り
尽

く
し
た
チ
ー
ム
同
士
の
対
決
と
な
り
ま
し
た
。

序
盤
か
ら
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勢
に
試
合
を
進
め
、

確
実
に
点
数
を
重
ね
、２
対
０
の
ス
ト
レ
ー
ト

勝
で
、オ
グ
21
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

一
方
、初
戦
で
強
豪
相
手
に
善
戦
し
敗
退
し

た
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、月
木

ク
ラ
ブ
が
接
戦
を
制
し
、敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
【
優　

勝
】��

オ
グ
21
Ｂ

　
【
準
優
勝
】��

オ
グ
21
Ａ

　
【
３　

位
】��

ス
パ
ン
キ
ー

　
【
３　

位
】��

老
若
男
女
Ａ

　
【
敢
闘
賞
】��

月
木
ク
ラ
ブ

い
ま
す
。ま
た
、指
定
区
間
も
大
幅
に
変
更
し
、

６
区
間
の
み
を
指
定
走
者
と
し
、そ
れ
以
外
の

９
区
間
は
走
者
フ
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、各
大
字
か
ら
６
チ
ー
ム
、オ
ー
プ

ン
参
加
と
し
て
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
時
30
分
に
北
部
分
署
下
広
場
を
ス
タ
ー

ト
す
る
と
、直
後
か
ら
激
し
い
ト
ッ
プ
争
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、１
区
間
ご
と
に
次
々
と
順

位
が
入
れ
か
わ
る
目
ま
ぐ
る
し
い
展
開
が
終

盤
ま
で
続
き
ま
し
た
。最
終
15
区
で
は
、ゴ
ー

ル
ま
で
残
り
２
０
０
ｍ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

宮
八
チ
ー
ム
が
ト
ッ
プ
で
、こ
の
ま
ま
逃
げ
切

る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、下
城
チ
ー
ム
が
怒

涛
の
追
い
上
げ
を
見
せ
、ゴ
ー
ル
手
前
で
宮
八

チ
ー
ム
を
か
わ
し
見
事
２
連
覇
を
飾
り
ま
し

た
。

大
会
運
営
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
消
防
署
、警

察
署
を
は
じ
め
、交
通
指
導
隊
、交
通
整
理
員
、

各
チ
ー
ム
の
世
話
人
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

【順　位】
◎優　勝　下城　1時間00分34秒
◎準優勝　宮八　1時間00分48秒
◎三　位　北里　1時間01分00秒

【区間賞】
１区（小学生高学年男子）
　秋吉　希（西里）
２区（小学生高学年女子）
　荒尾　友萌（宮八）
４区（中学生男子）
　北里　涼夢（上田）
６区（小学校低学年男子）
　白地　竜之介（西里）
10区（中学生女子）
　北山　真央（宮八）
13区（小学生低学年女子）
　河津　結奈（宮八）

　本展は、小国町内の個人宅に所蔵されている善三
先生の作品を集めた展覧会です。2010年に一度、「ふ
るさとの坂本善三」という展覧会で、町内の善三作品
を展示したことがありますが、それから６年を経て、
新しく所在が分かった作品もありました。中には、善
三先生21歳の時に描いた花の絵や、雪化粧の阿蘇の
風景など、ちょっと珍しい作品も展示しています。
　どの作品も、各家庭で大切に保管されていて、善三
先生が今でも大事にされている姿がよく伝わってき
ます。
　普段はなかなか見られない作品ばかりです。この
機会にぜひご覧ください。
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保
健
師
だ
よ
り

　

い
よ
い
よ
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
保
育
園
や
幼
稚
園
に
入
園
さ

れ
た
方
、小
国
町
へ
引
っ
越
し
て
こ
ら
れ

た
方
等
、新
し
い
出
会
い
や
出
来
事
に
不

安
や
期
待
い
っ
ぱ
い
で
お
過
ご
し
と
思

い
ま
す
。

　

町
で
は
、乳
幼
児
健
診
や
各
種
事
業

を
通
し
て
子
ど
も
さ
ん
の
成
長
を
暖
か

く
支
援
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、家
庭
訪

問
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、子
育
て

で
心
配
な
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

問
小
国
町
役
場
福
祉
課

　
　

☎
４
６-

２
１
１
６

平成28年度
　乳幼児健診の予定表

実　施　日 対　　　　象

����4月14日（木） ①H27.�11/21～H27.12/20生まれ
②H27.���8/21～H27.���9/20生まれ

����5月12日（木） ①H27.12/21～H28.���1/20生まれ
②H27.���9/21～H27.10/20生まれ

���6月���2日（木） ①H28.���1/21～H28.��2/20生まれ
②H27.10/21～H27.11/20生まれ

���7月���7日（木） ①H28.���2/21～H28.��3/20生まれ
②H27.11/21～H27.12/20生まれ

���8月���4日（木） ①H28.��3/21～H28.���4/20生まれ
②H27.12/21～H28.��1/20生まれ

���9月���1日（木） ①H28.��4/21～H28.���5/20生まれ
②H28.��1/21～H28.���2/20生まれ

10月���6日（木） ①H28.��5/21～H28.���6/20生まれ
②H28.��2/21～H28.���3/20生まれ

11月10日（木） ①H28.��6/21～H28.���7/20生まれ
②H28.��3/21～H28.���4/20生まれ

12月���1日（木） ①H28.��7/21～H28.���8/20生まれ
②H28.��4/21～H28.���5/20生まれ

１月12日（木）　 ①H28.��8/21～H28.���9/20生まれ
②H28.��5/21～H28.���6/20生まれ

���2月�2日（木） ①H28.��9/21～H28.10/20生まれ
②H28.��6/21～H28.��7/20生まれ

���3月�2日（木） ①H28.10/21～H28.11/20生まれ
②H28.��7/21～H28.���8/20生まれ

実　施　日 対　象　者
���6月22日（水） H27年��4月��1日～H27年��6月31日生まれ

���9月28日（水） H27年��7月��1日～H27年�9月31日生まれ

12月21日（水） H27年10月�1日～H27年12月31日生まれ

���3月22日（水） H28年��1月��1日～H28年��3月31日生まれ

実　施　日 対　象　者
���5月19日（木） H26年��9月��1日～H26年10月31日生まれ

���7月14日（木） H26年11月�1日～H26年12月31日生まれ

���9月15日（木） H27年�1月��1日～H27年���2月28日生まれ

11月17日（木） H27年�3月��1日～H27年���4月30日生まれ

��1月19日（木） H27年�5月��1日～H27年���6月30日生まれ

��3月16日（木） H27年�7月��1日～H27年���8月31日生まれ

実　施　日 対　象　者
���4月21日（木） H24年10月��1日～H24年11月30日生まれ

���6月16日（木） H24年12月��1日～H25年��1月31日生まれ

���8月18日（木） H25年��2月��1日～H25年��3月31日生まれ

10月20日（木） H25年��4月��1日～H25年��5月31日生まれ

12月��8日（木） H25年��6月��1日～H25年��7月31日生まれ

��2月16日（木） H25年��8月��1日～H25年��9月30日生まれ

〈1 歳児歯科健診〉① 3 ～ 4 ヶ月健診：およそ 3 カ月半～ 4 カ月半
② 6 ～ 7 ヵ月健診：およそ 6 カ月半～ 7 カ月半

☆母子保健推進員が案内文をお持ちします

☆およそ3歳 4ヶ月から3歳 6ヶ月

☆場所　開発センター　☆受付時間　13：00～ 13：30�

☆およそ 1歳 6ヶ月から 1歳 8ヶ月〈1 歳 6 ケ月児健診〉

〈3 歳児健診〉

福　　祉

【小国町結婚支援対策事業】

素敵な出会いを見つけませんか !!
　小国町では、町内在住の結婚を希望する方への出会いの創出や交際・成婚への支援を行う結婚
支援対策事業を実施します。
　スキルアップセミナーや婚活イベントを開催しますので是非、参加してみませんか♪婚活コーディネーターが結婚
に対しての悩み相談やコミュニケーションの取り方など、皆さんのサポートをします！

◎参加条件　20歳～45歳までの町内在住の独身男性・女性で結婚を希望する方。  ただし、女性については町外の方の参加も可能です。
◎募集期間　4月1日（金）～5月10日（火）
◎申し込み方法
　結婚支援対策事業参加者申込書を役場住民課までご提出ください。  ※申込書は小国町ホームページでダウンロード、もしくは役場住民課窓口にご用意しています。

問小国町役場住民課　☎46-2115
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先
月
の
広
報
お
ぐ
に
で
お
伝
え
し
ま
た

が
、常
勤
医
の
退
職
に
よ
り
４
月
か
ら
の

外
来
診
療
体
制
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

脳
神
経
外
科
と
小
児
科
常
勤
医
師
の
派

遣
終
了
に
よ
り
、今
後
、常
勤
医
の
診
療
は

総
合
診
療
科
と
外
科
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

脳
神
経
外
科
の
診
療
科
が
な
く
な
り
ま

す
の
で
、こ
れ
ま
で
脳
神
経
外
科
に
通
院

さ
れ
て
い
た
方
は
、総
合
診
療
科
・
外
科
の

常
勤
医
・
非
常
勤
医
に
振
り
分
け
診
療
を

継
続
い
た
し
ま
す
。４
月
か
ら
診
察
窓
口

が
変
わ
る
事
が
あ
り
ま
す
。受
付
で
お
伝

え
し
ま
す
の
で
ご
留
意
下
さ
い
。

　

小
児
科
は
常
勤
医
が
退
職
と
な
り
ま

し
た
の
で
、外
来
診
療
を
な
ん
と
か
継
続

で
き
る
様
、多
方
面
に
依
頼
し
て
き
ま
し

た
。結
果
、熊
本
大
学
小
児
科
・
熊
本
赤
十

字
病
院
の
ご
厚
意
で
、月
・
火
・
木
・
金
曜
日

に
外
来
診
療
を
行
う
非
常
勤
医
師
を
派
遣

し
て
い
た
だ
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。町

の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
、救
世
主
的
な

非
常
勤
医
師
派
遣
で
す
。但
し
、水
曜
日
の

み
は
、休
日
や
時
間
外
と
同
様
で
、小
児
科

医
以
外
の
医
師
が
可
能
な
範
囲
で
対
応
い

た
し
ま
す
。

　

整
形
外
科
・
循
環
器
科
・
眼
科
・
耳
鼻
科
・

皮
膚
科
・
産
婦
人
科
・
泌
尿
器
科
・
物
忘
れ

科
の
外
来
は
、こ
れ
ま
で
通
り
非
常
勤
医

師
に
よ
る
外
来
診
療
で
す
。

　

今
や
、地
域
に
医
師
を
派
遣
す
る
の
は
、

大
学
医
局
や
大
病
院
の
社
会
的
義
務
で
は

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。余
裕
の
あ
る
病
院

な
ど
熊
本
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
。地
域
の

為
に
、身
を
削
っ
て
医
師
を
派
遣
し
て
頂

け
る
組
織
や
、遠
く
ま
で
診
察
に
来
て
頂

け
る
医
師
に
、病
院
と
し
て
町
と
し
て
感

謝
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

小
国
公
立
病
院
と
し
て
、基
本
的
に
は

こ
れ
ま
で
通
り
の
外
来
診
療
が
継
続
で
き

る
様
に
努
力
し
ま
す
が
、医
師
一
人
当
た

り
の
診
察
人
数
が
増
え
て
し
ま
い
、こ
れ

ま
で
以
上
に
待
ち
時
間
が
長
く
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
の
上
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

小
国
公
立
病
院
ニ
ュ
ー
ス

脳
神
経
外
科
医
師
・
小
児
科
医
師

退
職
後
の
新
年
度
の
診
療
体
制
に
つ
い
て

小
国
公
立
病
院
院
長　

坂
本
英
世　

医
局
医
師
一
同

 

新任医師紹介

　　��糸
いとやま

山　明
あかり

莉　

●出��身��地：熊本県

●専門分野：�消化器外科

●趣　　味：テニス

　３月から外科医として赴任

しました。１年間、精一杯

頑張りますので、よろしくお

願いします。町で見かけたら

お声かけ下さい。

先輩に学べ
大学生・社会人との交流会

第67回卒業証書授与式 ☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

　

３
月
11
日（
金
）、大
学
生
・
社
会
人
と
の
交

流
会「
先
輩
に
学
べ
」が
あ
り
ま
し
た
。小
国
高

校
の
卒
業
生
た
ち
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

体
育
館
で
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
生
の
講
話
の
後
、

各
教
室
に
分
か
れ
て
進
路
に
関
す
る
質
問
や

高
校
生
活
で
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
等
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。身
近
な
先
輩
方
に
積
極
的
に

質
問
し
、ア
ド
バ
イ
ス
を
真
剣
に
受
け
止
め
て

い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　

３
月
１
日（
火
）、第
67
回
卒
業
証
書
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。男
子
27
名
女
子
24
名
、合

計
51
名
の
生
徒
が
学
び
舎
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

卒
業
生
代
表
の
宮
﨑
楓
雅
君
は
答
辞
の
中
で

在
校
生
に
向
け「
皆
さ
ん
が
進
路
達
成
に
向
け

て
勤
し
む
と
き
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ

う
社
会
人
と
し
て
よ
り
一
層
努
力
し
て
い
き
ま

す
」と
述
べ
、こ
れ
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
で

活
躍
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

小
児
科
外
来

脳
外
科
外
来

月

熊　

大

総
合
診
療
科
・

外
科
で
対
応

（
診
察
窓
口
が

変
更
に
な
る
事

が
あ
り
ま
す
）

火

日　

赤

水

休　

診

木

熊　

大

金

日　

赤

公立病院・教育
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木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 3月 1日 3月 16日
販　売　数　量 1,019㎥ 2,135㎥
販　売　金　額 10,280 千円 24,267千円
総　　平　　均 10,085 円 11,368円

樹種 長さ 直 径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

�10 ～ 13 10,860 10,950 10,390 11,000
14 11,700 13,010 11,500 13,800

16 ～ 18 11,700 13,000 11,830 13,500
20 ～ 22 12,450 15,000 13,630 15,500
24 ～ 28 14,880 17,890 14,470 17,500
30cm上 14,780 18,000 16,680 62,000

3m

�10 ～ 13 8,790 8,790 8,500 11,000
14 12,770 12,770 11,200 13,400

16 ～ 18 12,520 14,000 13,000 14,000
20 ～ 22 12,440 14,000 13,060 14,000
24 ～ 28 13,510 13,510 12,560 13,690
30cm上 14,120 15,000 12,490 14,500

2m 16cm上 6,500 6,500 ― ―

6m
14 ～ 18 ― ― ― ―
20 ～ 28 17,170 19,000 15,500 19,000
30cm上 ― ― �16,500 ��25,500

桧 4m
10 ～ 18 ― ― 18,110 20,000
20 ～ 28 ― ― 16,090 20,000
30cm上 ― ― 21,440 51,000

安
定
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
ご
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
有
利
販

売
が
で
き
る
よ
う
、
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

[

ス
ギ]　
　

・
４
ｍ
φ
５
０
㎝

１
立
方
当
り　

６
２
，
０
０
０
円

[

ヒ
ノ
キ]

・
４
ｍ
φ
４
０
㎝

１
立
方
当
り　

５
１
，
０
０
０
円

　

次
回
の
優
良
市
は
、
５
月
19

日
（
木
）
に
開
催
し
ま
す
。

　

多
数
の
来
客
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
多
量
の
出
荷
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

３
月
16
日
（
水
）
若
宮
共
販
所
に
お
い

て
、
春
の
小
国
杉
優
良
材
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
も
30
社
近
く
の
買
上
業
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
目
玉
と
な
る
大
径
木
が
少
な

か
っ
た
で
す
が
、昨
年
と
比
べ
販
売
数
量
、

金
額
と
も
に
上
回
り
平
均
単
価
は
１
１
，

０
０
０
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

ま
た
桧
材
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
回
の

優
良
市
と
比
べ
高
値
で
取
引
き
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

２
・
３
月
は
、
悪
天
候
が
続
き
材
不
足

の
影
響
に
よ
り
平
均
単
価
１
０
，
０
０
０

円
台
で
安
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
、
大
型
工
場
へ
の
特
約
販
売
を

継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
価
格

204

木
材
価
格
の
状
況

優
良
材
の
高
値
は
次
の
と
お
り

������

公
用
車（
給
食
運
搬
車
）を
公
売
し
ま
す

（単位：円・１立方当たり）

　

小
国
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用
し
て
い
た
給
食
運

搬
車
を
公
売
し
ま
す
。入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、注

意
事
項
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、指
定
さ
れ
た
日
時
に

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
公
売
日
時
等　

4
月
28
日（
木
）

　
　

展
示
：
9
時
～
10
時
30
分　

小
国
町
役
場
駐
車
場
内

　
　

受
付
：
10
時
30
分
～
11
時　

開
発
セ
ン
タ
ー
５
０
１
号

　
　

入
札
：
11
時
～
11
時
30
分　

開
発
セ
ン
タ
ー
５
０
１
号

　
　

開
札
：
入
札
終
了
後

◎
落
札
者
の
代
金
納
付
期
限

　
　

平
成
28
年
5
月
13
日（
金
）午
後
3
時
ま
で

◎
最
低
落
札
価
格　

１
０
，０
０
０
円

◎
注
意
事
項

　

◆
動
作
保
証
は
し
な
い
。

　

◆
代
金
納
付
は
現
金
の
み
と
す
る
。

　

◆
入
札
開
始
前
ま
で
に
受
付
を
す
る
こ
と
。

　

◆
落
札
者
は
売
却
決
定
日
か
ら
3
週
間
以
内
に
登
録
抹
消
ま

　
　

た
は
名
義
変
更
を
落
札
者
の
費
用
負
担
に
よ
り
行
う
こ
と
。

◎
そ
の
他
必
要
な
も
の

　

■
印
鑑（
代
理
人
の
場
合
は
代
理
人
の
印
鑑
、法
人
の
場

　
　

合
は
代
表
者
印
）

　

■
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
は
委
任
状

　

問
小
国
町
教
育
委
員
会
事
務
局　

☎
４
６
‐
３
３
１
７

車名 いすゞ��エルフ250

年式 平成6年8月

排気量 4.33Ｌ（4330CC）

走行距離 198,313㎞

車検 平成28年8月29日終了

型式 4ＨＦ1

燃料 軽油

乗車定員 2人

【車両の概要】

産　　業
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　子どもに「そのオモチャ、ちゃんと片付けて！」と言って
も片付けないことがあります。（それ・あれ・そこ・ちゃん
と）などはわかりにくいので親も一緒にやって見せながら
ことばを添え、出来たときは「きれいになって気持ちがい
いね」など褒めましょう。
　子どもが（言っていることがわからない）（うっかり忘れた）
（わざと）等の理由も考えられるので、様々な方面から子
どもの様子をとらえ（なぜそうするのか）など、思いを知
ろうと努力することが大切です。

～わかりやすいことばで伝えてね～

子育ちコーナー
子育てカレンダー

 カ �カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点　☎ 46-6656
 パラソル �パラソルセンター　���問パラソルセンター　☎ 46-5720
 開発 �開発センター

★ぽっけの日  カ �11：00 ～
  4/27（水）　ヨガをやってみよう！（要予約）

★すくすく広場  カ �10：30～ 11：30
  5/10（火）　赤ちゃん：体重・身長測定日
              　 防災を考えよう（小国町社協より）
         　　　（妊婦さんもお気軽にお越し下さい）

★おもちゃ図書館“ミルク”  パラソル � 9：00～11：30 
  4/24（日）、  5/14（土）、  5/29（日）

★なかよしくまさん  パラソル � 10：00～ 11：50 
  4/28（木）　おもちゃであそぼう

★その他
  4/14（木）  開発  �14：00～ ブック・スタート
  4/21（木）  カ  　�13：20～ サークル主催ほっと・カフェ
  5/  2（月）  カ  　�11：00～ 絵本読み聞かせ
  5/  3（火）  カ ���　����  9：00～15：00 カンガルー開館日
  5/12（木）  開発 ��14：00～ ブック・スタート

★お休み（休館日）
 パラソル � 4/29（金） 、 5/3（火）～5（木）

あみだ杉の館　　46-3310
開館時間：月曜～土曜10時から18時

休館日 ： 日曜　祝祭日
本着新 内案ご

　図書室（あみだ杉の館）は、役場に近い元肥後銀行の建
物に開館しています。館内には、平成11年の台風で倒壊
した阿弥陀杉でできたモニュメントがあります。蔵書は約
15，000冊で、読み聞かせもできる絵本のへや、20席の学
習室があります。県立図書館からの定期配本や保育園・幼
稚園などで読み聞かせも行っています。

　補欠裁判員となった里沙
子。それは子供を虐待死させ
た女性の裁判員裁判だった。
自分も２歳の娘を抱える里沙
子は、裁判で明かされる女性
の姿を自分と重ねる。読者も
が自らと重ねてしまいそうな
子育ての現状をリアルに描い
ている。

「坂の途中の家」 
／ 角田光代【著】

今月の
おすすめの一冊！

 「羊と鋼の森」　／　宮下奈都
 「永い言い訳」　／　西川美和
 「世界の果てのこどもたち」　／　中脇初枝
 「トミカ超図鑑デラックス」　／　㈱タカラトミー
 「世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ」　／
 くさばよしみ・訳
 「ひとりぼっちを笑うな」　／　蛭子能収
 「あの日」　／　小保方晴子
 「魔法の豆腐クリームレシピ」　／　井出杏海

定期おはなし会
どんぐりころころの会による

　時間　11：00 ～ 11：30

第１月曜　カンガルーのぽっけ　5/��2（月）
第３土曜　小国町図書室　　　　�4/16（土）

※�新着本情報は、小国町のFacebookでも随時お知らせしています。

子育て
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春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
３
月
５
日

（
土
）
に
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
で
消
防
フ
ェ

ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
車
両
展
示

や
防
災
ヘ
リ
訓
練
展
示
、
は
し
ご
車
搭
乗

体
験
、
綱
渡
り
体
験
、
ク
イ
ズ
大
会
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
消
防
フ
ェ
ア
で
消
防
の
仕
事
を
少
し
で

も
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
日
頃
の
火
災
予

防
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

254

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先 
46-2110

191

　

次
の
日
程
で
、銃
砲
（
猟
銃
・
狩
猟
刀
）

の
一
斉
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

通
知
書
記
載
内
容
を
確
認
の
上
、
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

所
持
者
の
方
は
受
検
す
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

通
知
書
を
ご
覧
の
上
、
必
ず
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。

【
南
小
国
町
】

４
月
13
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　

南
小
国
町

　
　

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
小
国
町
】

４
月
14
日(

木)

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　
　

小
国
警
察
署
３
階
会
議
室

【
予
備
日
】

４
月
15
日(

金)
　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　
　

小
国
警
察
署

　

春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
防
火
思
想

の
普
及
啓
発
の
た
め
、
阿
蘇
郡
市
の
小
学

生
を
対
象
に
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
、
入
賞
さ
れ
た
小
国
町
、
南
小
国
町
の

小
学
生
を
対
象
に
３
月
３
日
（
木
）
北
部

分
署
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

県
内
に
お
い
て
、
振
り
込
め
詐
欺
等

の
被
害
の
発
生
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
還
付
金
詐
欺
】

　

税
務
署
な
ど
公
的
機
関
の
職
員
を
名

　

乗
り
、
税
金
や
医
療
費
な
ど
の
還
付

　

が
あ
る
と
偽
り
電
話
を
か
け
て
く
る

　

も
の
。

【
架
空
請
求
詐
欺
】

　

郵
便
や
メ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
、
有

　

料
サ
イ
ト
等
の
料
金
が
未
払
い
で
あ

　

る
な
ど
架
空
の
事
実
で
料
金
を
請
求

　

し
て
く
る
も
の
。

　

現
金
を
要
求
さ
れ
、

◇
振
り
込
ま
せ
る

◇
取
り
に
く
る

◇
待
ち
合
わ
せ
る(

手
渡
す)

◇
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
さ
せ
る

な
ど
、
指
示
さ
れ
た
ら
要
注
意
！

　

ま
た
、
家
族
に
相
談
す
る
時
間
を
与

え
な
い
よ
う
、
用
意
を
急
が
せ
る
こ
と

も
詐
欺
の
特
徴
で
す
！

消防・防犯

阿
蘇
広
域
消
防
フ
ェ
ア

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

銃
砲
の
一
斉
検
査

振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
に

       

　
　       

遭
わ
な
い
た
め
に



平成28年4月より児童扶養手当・特別児童扶養手
当・特別障害者手当等の支給額が変更されます

町営住宅入居者募集

狂犬病予防集合注射のお知らせ

15 OGUNI 2016.4

○○○○○○

　物価スライド制の適用により、児童扶養手当、特
別児童扶養手当及び特別障害者手当等が改定とな
り、平成 28 年 4月以降の手当額は次のように変わり
ます。

※手当の額は、請求者及び配偶者、扶養義務者の前�
　年所得によって決まります。
※児童扶養手当について、児童が２人の場合は上記
　金額に 5,000 円の加算、３人以上はさらに 3,000
　円ずつ加算されます。
※平成 28 年 3月分までについては以前の支給額に
　なりますのでご注意ください。
　問小国町役場　福祉課　☎ 46-2116

　町営住宅に次のとおり空き家がでましたので、入
居者の募集を行います。

◎募集住宅（５戸）
倉原住宅　長屋タイプ（２階建て）　４戸
　　　　　平屋タイプ（１階建て）　１戸
◎入居者資格
　・地方税（料）の未納がない方
その他、所得制限等ございますので、申し込まれる
方は役場建設課公共建設係にお尋ね下さい。
◎その他
　・入居者の決定方法は抽選です。
　・申込書は役場建設課に用意してあります。
　�・申込書は抽選会の都度、新たに提出が必要です。
　・町営住宅ではペットの飼育はできません。
　・入居時には連帯保証人２名が必要になります。
��　��うち１名は小国町内在住の方に限ります。
　�・入居時に家賃の３ヶ月分の敷金が必要になります。

◎申込書の提出期限
　　平成 28 年 4月28日（木）
　問小国町役場建設課　☎ 46-2114　（直通）

　狂犬病予防の集合注射（春季）を実施します。犬の
所有者は、狂犬病予防法第５条に基づき、飼い犬に
ついて毎年１回の狂犬病予防接種が義務付けられてい
ますので、必ず受けさせてください。
◎日　　時　4月19日（火）・4月20日（水）
　　　　　　4月21日（木）
◎実施場所及び受付時間
期日　　　　　実施場所　　　　受付時間（予定）
4月19日　杉ノ平多目的集会所　13：20 ～ 13：40
　　　　　坂本善三美術館駐車場　14：00 ～ 14：40
　　　　　ケヤキ広場駐車場（隣保館側）
　　　　　　　　　　　　　　　15：00 ～ 16：00
4月20日　杖立多目的広場　　　��9：00 ～���9：20
　　　　　旧下城小プール横駐車場　
�　　　　　　　　　　　　　　　�9：40 ～ 10：00
　　　　　田原公民館　　　　　10：20 ～ 10：50
　　　　　下城大イチョウ駐車場 11：10 ～ 11：50
　　　　　ケヤキ広場駐車場（隣保館側）
　　　　　　　　　　　　　　　13：10 ～ 14：30
　　　　　上田多目的集会所　　14：40 ～ 15：20
　　　　　旧万成小学校　　　　15：30 ～ 16：00
4月21日　岳ノ湯公民館駐車場　13：00 ～ 13：30
　　　　　西里多目的集会所　　13：45 ～ 14：10
　　　　　旧西里小学校　　　　14：20 ～ 14：40
　　　　　北里農業倉庫駐車場　15：00 ～ 15：30
　　　　　旧大根洗い場　　　　15：40 ～ 16：00
※狂犬病予防法により、犬の所有者は、犬を取得し
　た日（生後 90日以内の犬を取得した場合は、生
　後 90日を経過した日）から30日以内に犬の登録
　が必要となります。
　問小国町役場住民課　☎ 46-2115

募集・お知らせ

日本経済の未来は、あなたの調査票から。 

平成28年経済センサス‐活動調査 

を実施します。 
○平成28年６月１日現在で、経済センサス‐活動調査 

を実施します。 

○経済センサス‐活動調査は、「統計法」という法律  

に基づいて実施する、回答義務のある基幹統計 

調査です。 

○支社などがない単独の事業所には、調査員が訪問し 

て、調査票をお配りします。 

○支社などがある企業等には、国が本社などに傘下の 

支社分の調査票まとめてを郵送します。 

○調査票は、平成28年５月末日までにお届けします。 

○インターネット回答を推奨しています。  

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村 

平成27年度（月額） 平成28年度（月額）

児童扶養手当
　　　全部支給
　　　一部支給

��42,000円
��41,990円
～9,910円

�42,330円
42,320円
～9,990円

特別児童扶養手当
　　　　　１級
　　　　　２級

�
��51,100円
34,030円

�
��51,500円
34,300円

特別障害者手当 26,620円 26,830円

障害児福祉手当 14,480円 14,600円



学 校 公 開 日
 5 /16 月 小国小・小国中　　9：30 ～ 12：30

水 道 当 番 店

17 日
伊 藤 鉄 工 所 ☎ 46-2343
宮 崎 ポ ン プ 店 ☎ 46-2236

（ 有 ） 宇 野 電 器 ☎ 46-2240
24 日 （ 有 ） 財 津 総 業 ☎ 46-2819

キ タ ザ ト 商 店 水 道 部 ☎ 46-6148

29 祝

（ 有 ） 産　　　  興 ☎ 46-2507
（ 有 ） 穴 井 住 設 ☎ 46-2331

宮 崎 水 道 ☎ 46-5048

1 日

小 野 水 道 工 事 店 ☎ 46-3190
佐 藤 設 備 ☎ 46-5174
た か の 住 設 ☎ 46-2731

3 祝

北 里 電 業 水 道 設 備 ㈲ ☎ 42-1009
大 塚 水 工 ☎ 46-2163
志 屋 水 道 ☎ 46-4625

4 祝

（ 有 ） 伊 藤 設 備 ☎ 46-2231
（ 資 ） 小 国 資 源 開 発 ☎ 46-4078

瀬 尾 設 備 ☎ 46-3580

5 祝
伊 藤 鉄 工 所 ☎ 46-2343
宮 崎 ポ ン プ 店 ☎ 46-2236

（ 有 ） 宇 野 電 器 ☎ 46-2240
8 日 （ 有 ） 財 津 総 業 ☎ 46-2819

キ タ ザ ト 商 店 水 道 部 ☎ 46-6148
（ 有 ） 産　　　  興 ☎ 46-2507

15 日 （ 有 ） 穴 井 住 設 ☎ 46-2331
宮 崎 水 道 ☎ 46-5048

5

4

消 費 生 活 相 談
問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 　  4 / 19・26　　　　　5 / 10
木 　  4 / 21・28　　　　　5 / 12

　　　　◎場所　小国町役場１階 相談室
　　　　◎時間　9：00 ～ 16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りの方、

債務問題でお悩みの方は、気軽にご相談ください。
※電話相談も受け付けています。

社 協 告 知 板

　この度、次の方々からご寄付いただきましたの
で、お礼とともにお知らせ致します。

　○香典返しとして
　　下城4136-8　上野　隆治様　故人　住江様
　　宮原松原　渡邉　　正様　故人シズエ様
　　宮原倉原　横尾　祐輔様　故人　安良様
　　黒渕杉平　大塚エツ子様　故人　岩島様
　　宮原殿町　鎗水　寿雄様　故人　ハヤ様

　○寄付として
　　・小国中学校平成27年度卒業生ご一同様

　皆様からいただきました寄付金は、小国町の社
会福祉事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

4 15    5 16
卯月 皐月

　平成28年2月にお寄せいただいたふるさと納税
は以下の通りです。

　ご厚意に感謝し厚くお礼申し上げるとともに、
ご意向に応えられるよう有意義に活用させてい
ただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小国町

件数　　　　　　16件
金額　������　�430,000 円

ふるさと納税のお礼

税 告 知 板
問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

今月の町税についてお知らせします。
◎軽自動車税
◎納期限及び口座振替日：4月25日（月）

税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお願
いします。

　　　　　 固定資産課税台帳の縦覧
　平成 28 年度固定資産課税台帳を関係者へ縦覧に
供しますのでお知らせします。
◎縦覧の期間　　4月1日～ 5月25日
◎縦覧の場所　　小国町役場　税務課
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おぐにのカレンダー �� パラソル �パラソルセンター　� 開発 �開発センター　� 図書 �小国町図書室

16 土

17 日

18 月 心配ごと相談� パラソル�10：00 ～ 11：30

19 火

20 水

21 木 3 歳児健診 開発 受付 13：00 ～ 13：15

22 金

23 土

24 日

25 月 無料法律相談� 開発�10：00 ～ 15：00

26 火

27 水

28 木

29 金  パラソル休館日

30 土

1 日

2 月

3 火  パラソル休館日

4 水  パラソル休館日

5 木  パラソル休館日

6 金 年金相談� 開発405 号室�10：00 ～ 15：00
【予約制☎ 096（367）2503】

7 土

8 日

9 月 心配ごと相談� パラソル�10：00 ～ 11：30

10 火

11 水

12 木
３～４か月児及び６～７か月児健診
�　　　　　　 開発�受付 13：00 ～ 13：15

13 金

14 土

15 日

5

4

元気クラブ
問地域包括センター　☎ 46-2116

15 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小学校

19 火 13：30 ～ 倉原公民館

20 水
9：30 ～ 北里 3部集会所

13：30 ～ 室原集会所

21 木
9：30 ～ 宮原 7部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

22 金
9：30 ～ 宮原 2部集会所

13：30 ～ 西村公民館

27 水
13：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

28 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

6 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小体育館

10 火 13：30 ～ 倉原公民館

11 水
13：30 ～ 北里３部集会所

13：30 ～ 室原集会所

12 木
9：30 ～ 宮原７部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

13 金
9：30 ～ 宮原 2部集会所

13：30 ～ 西村公民館

18 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

※�カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。

休日在宅医
  4/16～

5/15 小 国 公 立 病 院 ☎ 46-3111

  4/17 松 見 内 科 ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ ☎ 22-0260

  　24 脇 胃 腸 科 ☎ 32-2500

     29 坂 梨 ﾊ ｰ ﾄ ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ ☎ 24-6262

  5/  1 たくもと小児科ｸﾘﾆｯｸ ☎ 34-2202

       3 栗 林 内 科 医 院 ☎ 24-1024

       4 眼 科 古 嶋 医 院 ☎ 34-0008

       5 家 入 整 形 外 科 ☎ 32-0048

       8 大 阿 蘇 病 院 ☎ 22-2111

4

5
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町のうごき
平成 28 年 3 月 1 日現在（前月比）

総人口　7,477 人　（-   46）

男　性　3,532 人　（-   15）

女　性　3,945 人　（-  31）

世帯数　3,083 戸　（-   28）

編  集  後  記
　杖立川の上空を気持ちよさそう

に泳ぐ鯉のぼりは、小国の春の風

物詩。「どうやってあげるんだろ

う？」と思っていましたが、住民

の皆さんの連携プレーで半日足ら

ずで準備完了。とは言え、大量の

鯉のぼりをあげるには人数が必要

です。来年はぜひボランティアで

ご参加ください。

　さて、先月号で「何かと片づけ

をする機会が多い季節」なんて書

きましたが、私自身が異動になり

片づけや事務処理で慌ただしい年

度末となりました。来月号から新

しい担当者に変わります。今後と

も、毎月手に取って読んで頂けれ

ば幸いです。　　　　　　　（リエ）

　3月 20日（日）桜の馬場城彩苑で

「城彩苑５周年誕生記念祭」が行わ

れ、おぐたんは小国町を代表してＰ

Ｒをしてきました。オープニングパ

レードでは熊工吹奏楽部の華やかな

演奏にあわせて、県内の人気のゆる

キャラたちと一緒に大行進。その後、

ステージでの「市町村のＰＲタイム」

では、小国町の観光名所やイベント

などを紹介。そして、現在練習中の

ダンスを「おぐたんの歌」にあわせ

て披露しました。この日は、３連休

のなか日とあって、城彩苑には県内

外・海外からたくさんの観光客が訪

れ、観光ＰＲブースに準備した小国

町のパンフレットも無くなってしま

うほどの盛況ぶりでした。

おぐたんのまちぶら日記

　まだ肌寒さが残る3月19・20日の土
日。杖立温泉に「足湯カフェ」がＯＰ
ＥＮ。足湯に浸かりながらかき氷が食
べられるという面白い企画に、2日間で
約170人が訪れました。
　この「足湯カフェ」を企画した一人
は、2015年4月から小国町の地域おこ
し協力隊として活動中の松井美佑紀さ
ん。大学の卒論で小国を取り上げたこ
とをきっかけに、九州ツーリズム大学
を受講。小国の魅力にとりつかれ一旦
就職した会社を退社して、昨春、小国
町に地域おこし協力隊としてやって来
ました。現在は、木魂館にある「小国
暮らしの窓口」で小国町への移住を希
望する方と地元の空き家・仕事などの
つなぎ役として働いています。今年に
入って、現在までに約80組の移住希望
者を取り次ぎ15組の移住につながりま
した。
　小国に移住して初めての冬。「寒い小

国の町中を、どうやったら観光客が歩く
か？」「足湯に浸かって過ごしたら？」小
国ファンの一人山本美奈子さんと松井
さんの雑談の中から、「杖立温泉・足湯
カフェ」の企画が生まれました。さらに、
福岡・大刀洗の地域おこし協力隊が行っ
ている「Ｔ-ＣＡＲＧＯ」と言う移動式ワ
ゴンを参考に、地域の行事などのちょっ
としたスペースで小国のお菓子や飲み
物を販売できるよう小国杉製の移動式
ワゴン「ＯＧＵ-ＣＡＲＧＯ（オグカー
ゴ）」を作製しました。
　小国に移住して1年。地域おこし協力
隊として活動しながらも、思いのほか地
元の人たちと交流する機会が持てない
ことが悩みの一つ。「このワゴンは、販売
ツールとしてではなく、交流のツールと
して町内のいろんな寄り（集まり）や地
域の行事に出向きたい。地域の人たち
と顔見知りになれたら、また違った小国
の良さや課題が見えてくるのでは。」と
松井さんは話してくれました。そして山
本さんも、この春小国町への移住を決
めたとのこと。これからまた、小国町に
新しい風が吹き始めそうです。

　「ＯＧＵ-ＣＡＲＧＯ（オグ・カー
ゴ）」と一緒に、町内に出向きま
す！ゲートボールや地域のお祭り
など、お気軽にお声かけください。
※ご用命の場合は、お問合せください
　問木魂館内　松井美佑紀
　　☎ 0967-46-5560

住民のみなさんへメッセージ

小国人＝頑張る人　挑戦する人　をレポート＝
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「交流のツールとして
�����ＯＧＵ-ＣＡＲＧＯデビュー」

松井美佑 さん（上田）

小国町地域おこし協力隊

紀


